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当レポートは IRを目的に作成されました。

██グループを挙げて仮想通貨関連事業に█
資源集中、業績もボトムアウトへ

「情報サービス」事業を手掛けるフィスコ <3807>、「IoT 関連」事業を手掛けるネクスグループ <6634>、ケア・

ダイナミクス、「インターネット旅行」事業を手掛けるイー・旅ネット・ドットコム、「ブランドリテールプラッ

トホーム」事業を手掛けるチチカカ、「仮想通貨・ブロックチェーン」事業を手掛けるフィスコデジタルアセッ

トグループ（持分法適用関連会社）、イーフロンティアなどがグループ会社である。仮想通貨の流出事件が発生

したテックビューロを金融支援、新たにフィスコデジタルアセットグループが「Zaif」事業を譲受した。2019

年中には Zaif とフィスコ仮想通貨取引所の統合を予定している。

フィスコグループでは、ビットコインを中心とした仮想通貨の情報、交換所、同システム、金融仲介機能を網羅し、

IoTと産業分野への融合なども含めて、仮想通貨による一気通貫のサービス提供を可能とすることを成長戦略と

していく方針。具体的には、仮想通貨取引による手数料収入のほか、仮想通貨のデリバティブシステムトレード

の提供、日本初のビットコイン建て社債発行、仮想通貨やトークンを運用対象とした自己勘定での売買取引、仮

想通貨や新規のトークンに直接投資を行うファンドビジネスなどを視野に入れている。また、ネクスでは仮想通

貨のマイニング事業も開始している。なお、ビットコインマーケットの回復を背景に、フィスコ仮想通貨取引所

の 4月の手数料収入は前月比約 80％増と急回復している。

2019 年 12 月期第 1四半期（2019 年 1-3 月期）業績は、売上高が 2,637 百万円で前年同期比 10.0％減収、営

業損益が 157百万円の赤字で同 1百万円の収益改善、経常損益が 360百万円の赤字で同 156百万円の収益改善、

四半期純損益が 351 百万円の赤字で同 39 百万円の収益改善となった。仮想通貨の運用収益が減少して減収と

なったが、広告宣伝費および業務委託費などの費用見直しが奏効して IoT 関連事業の赤字幅が縮小し、損益面

は改善した。持分法投資損失発生も、仮想通貨売却損・評価損の一巡で営業外収支も改善している。

2019 年 12 月期業績は、売上高は前期比 6.0%増の 11,886 百万円、営業利益は同 1,153 百万円改善の 365 百

万円、経常利益は同 2,718 百万円改善の 242 百万円を見込んでいる。情報サービス事業ではクラブフィスコ・

コンテンツの見直しが終了して 6月中の再開を予定。IoT事業では米国防権限法の成立により代替需要が想定以

上に膨らんでいる。ゴールデンウイークが大型連休となったことでインターネット旅行事業も足元で好調に推移。

持分法投資損益に反映される、仮想通貨手数料収入だが、今期計画上は限りなく保守的にみており、開発コスト

見合いの収支均衡を想定している。資本金・資本準備金から繰越利益剰余金への資金振替で配当原資を確保、第

2四半期以降の進捗次第では復配も視野に入れる。
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当レポートは IRを目的に作成されました。

期 期 期 期 期 期 期（予）

（百万円）（百万円）

業績の推移

売上高（左軸） 営業利益（右軸） 親会社株主に帰属する当期純利益（右軸）

出所：決算短信よりフィスコ作成
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